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小山市地域公共交通計画 概要版 

計画策定の背景と目的 

本市では、人口減少や高齢化の進行により、通勤・通学、通院、買い物など日常生活における移動環境

を将来にわたってどのように確保していくかが大きな課題となっています。あわせて、自動車利用への依

存が高い状況が続く中で、高齢運転者による事故リスクや環境負荷の増大、中心市街地のにぎわい低下な

ども懸念されています。 

こうした状況を踏まえ、本市では公共交通を単なる移動手段としてではなく、市民の暮らしや地域の活

力を支える「都市機能」「公共サービス」として位置づけ、計画的かつ持続的に維持・充実させていきま

す。 

●本市の地域公共交通の基本的な方針 

 

１．地域公共交通の基本的な方針 

 

(1) 小山市地域公共交通の現状・課題 

本計画では、本市の地域公共交通を取り巻く現状と課題を、単に個別の問題として捉えるのではなく、

公共交通が果たす役割を明確にするとともに、都市全体と市民の暮らしにどのような影響を与えている

のかを明らかにするため、「都市交通領域」、「生活支援交通領域」、「交通サービスの持続可能性の確保」

の三つの政策領域から体系的に整理しています。 

  

（１）公共交通は、都市において必要不可欠な「都市機能」であり、都市の運営ツール及び市民への公

共サービスと位置付け、そのサービス水準は上位目標に照らして市が主体的に設定するととも

に、責任を持ってその実現にあたります。 

（２）目標実現にあたっては、民間事業者の力を活用してその効率的な運営に努めます。 

（３）公共交通のサービス内容の検討・決定にあたっては、本計画の枠組みに従って市民意見の反映に

努め、市が率先して市民のための公共交通を実現します。 
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(2) 地域公共交通が目指す姿 

 

 

地域公共交通により実現する目標と目指す暮らしの姿（都市交通領域） 

視点 基本目標 目指す暮らしの姿 

拠点連携と 

回遊性の向上に 

よる都市の活力 

創出 

▪ 拠点がつながり、

回遊とにぎわいが

生まれるまち 

⚫ 駅や市街地、身近な地域拠点へ公共交通で気軽に出かけられるまち 

⚫ 用事のついでに立ち寄りや寄り道がしやすいまち 

⚫ 市内外から訪れた人が、迷わず移動し、まちを歩いて回れるまち 

⚫ バスの時刻や乗り方が分かりやすく、はじめてでも使いやすいまち 

⚫ スマートフォンや案内表示で、迷わず移動できるまち 

安全・安心で 

環境に配慮した 

移動環境の形成 

▪ 安全・安心で、環境

にやさしく、災害

時にも頼れる交通

があるまち 

⚫ 交通事故に遭わず、被害者にも加害者にもならないまち 

⚫ 歩いていて、自動車にヒヤリとしないまち 

⚫ クルマに頼りすぎなくても、安心して移動できるまち 

⚫ 騒音や排気ガスが少なく、落ち着いて暮らせるまち 

⚫ 災害時やトラブルが起きたときも、必要な移動が確保されるまち 

多様な活動機会を 

支える移動手段の 

確保 

▪ 学び・働き・交流の

機会が広がるまち 

⚫ クルマがなくても、通勤・通学や用事に困らないまち 

⚫ 学生が、放課後や休日に活動しやすいまち 

⚫ 家族や友人に会いに、気軽に出かけられるまち 

⚫ 市外から来た人も、公共交通で小山の魅力に触れられるまち 

地域公共交通により実現する目標と目指す暮らしの姿（生活支援交通領域） 

日常生活を 

支える移動手段 

の確保 

▪ 誰一人取り残され

ず、安心して暮ら

し続けられるまち 

⚫ 通院や買物など、日常生活に必要な移動に困らないまち 

⚫ 高齢者になっても、外出をあきらめずに暮らせるまち 

⚫ （高齢者になり）運転に不安を覚えたら、生活の質を下げずにクルマを手

放せるまち 

⚫ 家族がいなくても、安心して外出できるまち 

地域公共交通により実現する目標と目指す暮らしの姿（交通サービスの持続可能性の確保：横断領域） 

将来にわたり公共 

交通を維持する 

持続可能な運営 

▪ 必要な交通サービ

スが将来にわたり

維持されるまち 

⚫ 今ある公共交通が、これからも当たり前に使えるまち 

⚫ 将来世代も、移動に困らず暮らせるまち 

⚫ 地域の実情に合った交通サービスが、無理なく続いているまち 

 

２．計画区域・計画期間 

本計画の計画区域は小山市全域とします。なお、本計画に基づく公共交通サービスが市域外へ及ぶこと

を妨げるものではなく、近隣自治体や交通機関との連携も視野に入れて取り組みます。 

計画期間は、令和 8（2026）年 10 月から令和 14（2032）年 3 月までとし、社会情勢や市民ニーズの

変化を踏まえながら、計画的な見直しを行います。  

【基本理念】     「小山に生きる。おーバスが活きる。」 

～マイカー無しでも便利な移動サービスと豊かな生活を小山市民、小山への来訪者に提供する～ 

（１）おーバスを便利なバスへ 

（２）その他交通手段との連携により移動サービスの充実へ 

（３）生活サービスとの連携により、まちや地域全体の活性化へ 
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３．地域公共交通が目指す姿の実現に向けた施策・事業 

 

●居住誘導区域・都市機能誘導区域内の移動を支える公共交通 

都市交通領域では、小山駅を拠点とする

都市軸の形成と、中心市街地と周辺住宅地

との結節を強化し、マイカーを使用しなく

ても日常生活や通勤・通学が円滑に行える

都市構造の実現を目指します。 

このため、既存の路線バスの利便性向上

とともに、交通結節点の整備、自転車との

連携、将来の新交通システムの検討など、

都市全体の移動環境を支える施策を実施し

ます。 

 

●郊外部における移動困難者の生活機会確保 

マイカー利用が困難な住民の生活を支え

るため、通院・買い物など生活の基礎とな

る移動機会を保障することを目的とする。

地域特性に応じた柔軟なサービス設計を行

い、効率性と公平性の両立を図ります。 

デマンド交通やタクシーの活用、免許返

納者への支援などにより、移動に不安を抱

える市民の生活を支える施策を展開します。地域や利用者の声を反映しながら、柔軟な運行改善を進めて

いきます。 

 

●市域全域における持続可能な交通サービスの提供 

都市交通領域及び生活支援交通領域の取

組を下支えする供給基盤として、運行の効

率化やコスト構造の改善、公共交通財政の

見える化、地域や企業との協働による費用

分担の検討などに取り組みます。 

これらの取組を通じて、限られた財源を有効に活用し、将来にわたり持続可能な公共交通の維持・確保

を目指します。 

  

(1) 都市交通領域 公共交通の役割：まとめて運ぶこと 

区分 施策概要 

ハード整備 
①バス停・交通結節点の機能強化 

②サイクルアンドバスライドの拡充 

ソフト施策 

③都市交通サービスの設計、既存路線の利便性

向上（ダイヤ改正・新規路線・運行経路見直し・

延伸など） 

④MaaS・キャッシュレス決済の推進 

⑤公共交通情報データの活用 

⑥モビリティ・マネジメント（MM）の推進 

(２) 生活支援交通領域 公共交通の役割：代わりに運転する人がいること 

区分 施策概要 

ハード整備 ①利用しやすい乗降環境の整備 

ソフト施策 

②生活支援交通（デマンド交通等）の運行 

③住民の活動機会に着目したサービス設計 

④免許返納者・高齢者への支援を促す取組 

⑤地域回遊・観光アクセスの補助的機能 

(３) 交通サービスの持続可能性の確保 公共交通の役割：サービスの存続を支えること 

区分 施策概要 

交通サービ

スの持続可

能性の確保 

①運営・財政・人材の最適化 

②地域との協働による公共交通の維持・改善 

③利用促進による収入基盤の安定化 
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4．計画の成果指標（KPI）・目標値 

本計画では、施策の効果や進捗状況を把握するため、成果指標（KPI）を設定します。KPI は、「都市交

通領域」、「生活支援交通領域」、「交通サービスの持続可能性の確保」の３つの政策領域に基づいて整理し

ています。 

 

(1)都市交通領域⇒利便性の高い公共交通を提供しマイカーから転換 

●目標とするおーバスのサービス水準と実施施策 

バス利用者数の目標について、従来計画では令和 22（2040）年に 210 万人としていましたが、コロナ

禍が明けたことや増便等に伴う利用者の大幅増加などの効果により、前計画にて令和８（2026）年度目

標であった 106 万人を上回り、令和 7（2025）年度時点で 138 万人を超えました。今後は増加ペースが

緩やかになることを踏まえ、現実的な目標として 230 万人に見直しました。これらを踏まえ、都市交通

の上位目的達成に向けた公共交通サービスの効果目標を定めます。 

 

●KPI 

視点 KPI 

現況・目標値 

現況 

令和 6（2024）年 
令和 13（2031）年 令和 22（2040）年 

拠点連携と 

回遊性の向上に 

よる都市の活力 

創出 

▪ 主要バス路線の運行本数 
ピーク時毎時 2 本 

オフピーク時毎時 1 本 

ピーク時毎時 2 本 

オフピーク時毎時 1 本 

ピーク時毎時 2 本 

オフピーク時毎時 1 本 

▪ おーバス小山駅・間々田駅 

１日平均乗降数 

小山駅：3,483 人 

間々田駅：197 人 

小山駅：4,000 人 

間々田駅：270 人 

小山駅：5,000 人 

間々田駅：400 人 

安全・安心で 

環境に配慮した 

移動環境の形成 

▪ おーバス年間利用者数 
1,384,550 人 

（令和 7（2025）年） 
185 万人 230 万人 

▪ 通勤・通学時のバス利用割合 
1.3% 

（令和 2（2020）年） 
2.0% 2.5% 

▪ 定期券の保有者数 1,165 人(学生 472 人) 1,400 人（学生 500 人） 2,000 人（学生 750 人） 

▪ 年間免許返納者数（75 歳以上） 395 人 400 人 450 人 

▪ 市民の公共交通への満足度 

（コミュニティバスの運行に 

満足＋やや満足） 

18.3% 22% 30% 

多様な 

活動機会を 

支える 

移動手段の確保 

▪ 定期券保有者数 安全・安心で環境に配慮した移動環境の形成に同じ 

▪ タクシーサービスの利用回数 1,917 回 3,600 回 4,600 回 

▪ おーバス小山駅・間々田駅 

1 日平均乗降数 
拠点連携と回遊性の向上による都市の活力創出に同じ 

▪ サイクルアンドバスライドの設置数 18 か所 30 か所 35 か所 

 

 

  



5 

 

(2)生活支援交通領域⇒移動制約者のフォロー（活動機会の確保）に特化 

●主な成果指標・目標 

▪ 全ての市民が、自らの交通手段または生活支援交通を通して、生活に必須な活動機会及び一定の社会的交流

活動の機会を獲得できることを目指します。 

▪ 生活支援交通によって実現できる活動機会の獲得水準を次表の通りとします。 

●具体的な保障水準 

 通院 買い物 交流 

回数 週 2 日、各 1 往復 隔日 1 往復 週 1 日 1 往復 

活動機会の獲得地点 新小山市民病院、中心市街地、かかりつけ医院 中心市街地、近隣拠点 中心市街地、近隣拠点 

●KPI 

視点 KPI 
現況・目標値 

現況 令和 13（2031）年 令和 22（2040）年 

日常生活を 

支える移動手段 

の確保 

▪ 公共交通カバー率 96.1% 96%以上 96%以上 

▪ デマンドバス年間利用者数 7,504 人 12,000 人 13,000 人 

▪ 活動場所（新市民病院・小山駅）へ

のアクセス※ 
到達可能 到達可能 到達可能 

※市内各地から通院拠点(新小山市民病院)、買物・交流拠点(小山駅周辺市街地)の双方に午前 10 時までにたど

り着けるかを検証 

 

(3) 交通サービスの持続可能性の確保：横断領域 

●主な成果指標・目標 

▪ 行政が計画の実現に向けて果たした役割を示す目標として、公共交通投資額を 247,517 千円以上とします。 

▪ 政策実現にあたって効率性の確保を図るため、キロ当たり運行単価を北関東ブロック標準経常費用以下、お

ーバス全路線収支率を 45%以上にします。 

●KPI 

視点 KPI 
現況・目標値 

現況 令和 13（2031）年 令和 22（2040）年 

将来にわたり 

公共交通を 

維持する 

持続可能な運営 

▪ 公共交通投資額 247,517 千円 247,517 千円～ 247,517 千円～ 

▪ キロ当たり運行単価 398 円 
北関東ブロック標準

経常費用以下 

北関東ブロック標準

経常費用以下 

▪ おーバス全路線収支率 42.7% 45%以上 45%以上 

 

６．計画の運用方法（PDCA） 

⚫ 「田園環境都市おやまビジョン」、「第 9 次小山市総合計画」といった市政運営の総合的な方向性を

示す計画を上位計画として長期継続します。 

⚫ 5 年に一度、評価を行うとともに、行政課題の変化に合わせて目標の見直しを行います。 


